
①復帰５０周年産業振興記念事業

実施主体：沖縄県

実施時期：令和４年４月～１１月

復帰50周年の節目に産業振興の歩みを振り返るとともに、今後の
発展方向性を示す冊子制作や記念イベント（パネル展）等を実施し、
イベントに合わせて作成したコンテンツを経済団体や外郭団体の
メール、SNSを通じて発信することで、新時代沖縄の展望を広く共有
する。

事業概要

実施の意義

復帰後の産業発展の経過を整理し周知することで、これまでの歩
みの理解が促進されるとともに、新たな振興計画の展開方向を県内
外に周知することで、自立型経済構築に向けた今後の産業振興施
策の実施に対し理解を得ることができる。

産業界等から委員を選定し、産業界から写真や情報提供の協力を
得ながらコンテンツの検討を進める。また、コンテンツの作成に当たっ
ては、オンラインでの訴求を図るため、パネル（スライド）形式での整
理を中心とし、読み物（報告書）形式にはしない。
リアルイベントはコロナ禍の状況も注視しつつ簡素に実施する。

実施スキーム

コンテンツの内容（例）

①産業振興に関する年表 ②主なトピック ③社会の変遷
④データで見る産業振興
⑤経済発展に貢献した人物 ⑥未来に向けた発展方向（新たな
振興計画）

＜50周年記念事業のテーマ＞
ア 事業を通して、新たな振興計画、新時代沖縄の展望を県民と共有し、沖縄の可能性を国内外に発信する。
イ 事業を通して、復帰から50年間の歴史を振り返り、先人たちの労苦と知恵に学ぶとともに、誇りある豊かさに向けた展望を
発信する。
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